
別紙 

 

福祉サービス第三者評価の結果 
１ 評価機関 

名称：しなの福祉教育総研 所在地：長野県上田市真田町長 6918 

評価実施期間：令和元年 7月 1日から令和元年９月 20 日  

             ＊契約日から評価結果の確定日（通常、評価結果報告会日）まで 

評価調査者（評価調査者養成研修修了者番号を記載） 

 

 061243,B18052            

 

２ 福祉サービス事業者情報（平成３０年７月現在） 
事業所名：佐久穂町立海瀬保育園 

（施設名） 

種別：保育所 

 

代表者氏名：  佐久穂町長：佐々木 勝 

（管理者氏名）  園  長：石井 佳代  
定員（利用人数）：100 名（現員 91 名） 

設置主体：佐久穂町 

経営主体：佐久穂町 

開設（指定）年月日： 

   昭和・平成 41 年 10 月 1 日 

所在地：〒384-0503 

    長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬 2543 番地 1 

電話番号：0267-86-2187 

 

FAX 番号：0267-86-4188 

 

ホームページアドレス：kaizehoikuen@.comtownsakuho.nagano.jp 

職員数 常勤職員：20 名 非常勤職員：2名 

専門職員 

（専門職の名称）  保育士 17 名  保育士：2名 

          栄養士 名  

          調理師 3名  

施設・設備

の概要 

（居室数）：保育室（8室） 

      乳児室（2室） 

      ほふく室（0室） 

（設備等）：遊戯室 (1),トイレ(8) 

調理室（1）、医務室（1） 

事務室（1），園庭(1) 

 

３ 理念・基本方針 

【佐久穂町保育理念（教育大綱）】 

 

「恵まれた自然環境を生かし、未来の町を担う心豊かな人づくりをめざします。」 

 ・健全な心身の発達を図り、生きる力の基礎を培います。 

 ・家庭や地域社会との連携を図り、共に子育てをします。 

 

【基本方針】 

 

(1)子どもの思いを温かく受け入れ、意欲的に活動しようとする気持ちがもてるようにする。 

(2)子どもを中心に捉え、家庭と密に連携し、安心して子育てができるようにする。 

 

 

（様式第１号）（第２条 16 号関係） （様式第１号）（第２条 16 号関係） 



｛保育目標｝ 

「元気で明るい子ども」 

 ・挨拶のできる子ども 

 ・仲良く遊べる子ども 

 ・食べることを楽しむ子ども 

 

４ 福祉サービス事業者の特徴的な取り組み 

【佐久穂町の特徴】 

 

〇恵まれた自然環境 

〇まとまりのある町、地域社会 

〇保育園への積極的なボランティア活動など地域で助け合う町 

〇子どもたちへの優しい声かけや見守りなど、子どもや人に優しい町、地域社会 

 

【子育て支援・保育・教育の特徴】  

 

〇幼保小中一貫教育ができる。 

〇こどもセンター、未就園児交流会、園庭開放、あそびの広場、子育てランド、離乳 

 食教室、ママのクッキング教室など子育て世代の支援を充実させる取り組みを実践。 

〇保育園と町保健師との緊密な連携体制が確立している。 

〇保育園と小学校との交流が定期的に実施されている。 

〇保育園の職員配置が充実している。 

〇オンリーワン支援事業、こころ育ち相談、精神保健福祉士による訪問など子育て支 

 援事業・活動が充実している。 

 

【保育園の特徴】 

 

〇保育園からは、浅間山、八ヶ岳、茂来山が見渡せる自然豊かな環境に恵まれ、四季 

 の移り変わりを園児たちも肌で感じ楽しむことができる。 

〇園舎（保育室）は、天井が高く、自然採光を取り入れた明るい空間になっており、 

 木材をふんだんに使い、木の温もりを感じる室内環境として整備されている。また、 

 遊戯室は、町の木であるカラ松を使った集成材を活用し、暖かみを感じる大空間に 

 なっており、園児や保護者、職員の交流会や発表会の場として活用されている。 

〇広い園庭には、安全管理された遊具が設置され、また、隅の方には畑もあり園児 

 たちが遊んだり、野菜などを育てたり収穫をする体験もできている。 

〇保育園は高台に立地しているため、周囲は起伏に富んだ道路が多く、その中で散歩

を楽しむことが自然と体力増進に繋がっている。また、園の隣には広い公園もあり日

常的に散歩や遊びに活用している。 

〇隣接の文化芸術施設（茂来館」には、図書館や生涯学習施設があり、園児たちは頻 

 繁に図書館に出かけ絵本に親しんでいる。また、自由に借りてきて、園の教材とし 

 て積極的に活用している。 

〇園舎の前には、整備された広い駐車場があり、送迎の保護者や来客の駐車場として 

 利用されている。また、駐車場と茂来館は、災害時の避難場所として防災にも活用 

 されている。 

 



５ 第三者評価の受審状況 

受審回数（前回の受審時期）      初回 

 

６ 評価結果総評（利用児調査結果を含む。） 

◇特に良いと思う点 
①保育環境に恵まれている。 

 〇園舎は、天井が高く保育室は自然の採光を十分に取り入れた明るい空間の中で保育が行われて 

 いる。廊下も広く、多目的に活用されている。 

 〇園庭が整備され、安全管理された数多い遊具も設置され、園児たちは安心して遊具で楽しく遊 

  んでいる。 

 〇隣接の公共施設（図書館、生涯学習館等）を十分に活用した保育が展開され、特に図書館は、 

  日常的に出かけ図書に親しみ、保育教材として大いに活用している。 

 

②働きやすい職場環境作りに努め、チームワークが構築できている。 

 〇保育士の人員が十分に確保されている。 

 〇職員の自己評価結果やインタビューでも「職員が穏やかで働きやすい」「休暇も取りやすい」 

等のコメントが多く寄せられました。 

 〇園長・主任保育士は、日常的に職員が相談しやすいような雰囲気作りに気を配り、職員も「何 

  でも気軽に相談できる」との話しが多く聞かれました。 

 

③適切な保育サービスを提供しようとする組織としての取り組みが認められる。 

 〇運営幹部や一般職員の自己評価結果では、特に内容評価の全般に関して、自負が感じられる結 

果が見られ、前向きの気づきがコメントでも多数認められました。 

 〇保護者アンケート結果においても、保育者の質や保育内容、保護者との関わり等、全体的に肯 

  定的な意見が多く聞かれました。 

 

④送迎時の保護者の駐車場が十分に確保されている。 

 〇隣接の公共施設（図書館、生涯学習館）の広い駐車場が整備されていて、保育園の保護者も送 

迎時や行事等でも自由に利用できて、保護者アンケート結果でも多数の保護者が喜んでいる様 

子が伺えました。 

 

◇特に改善が必要と思われる点 
①期待する職員像の明文化を期待します。 

○人事評価制度や目標管理制度は、理念・基本方針を達成するための全体目標やチーム、職員一人 

 ひとりの目標の統合を目指す仕組みです。前提としての「期待する職員像」の明文化をお願いし 

 ます。 

 

②保育の標準的実施方法のさらなる確立に向けての取り組みを期待します。 

〇標準的実施方法に関しては、文書化もされて、職員会議等でも随時、園長からの指示説明もある 

 ことも確認をしているところではありますが、保護者アンケート結果では、職員の園児や保護者 

 に対する挨拶や関わり方に差異が見られるとのコメントもありましたので、標準的実施方法に関 

 する職員の周知共有の徹底にさらに取り組むことをお願いします。 

 
 

人情味 

 

 

７ 事業評価の結果（詳細）と講評 

  ・共通評価項目 別添 1 

  ・内容評価項目 別添 2 

 

８ 利用者調査の結果 

アンケート方式（別添３－１） 



 

９第三者評価結果に対する福祉サービス事業者のコメント（別添４） 

 

                             

 
                      


